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たつの市観光協会御津支部
〒671-1392  兵庫県たつの市御津町苅屋356番地1
Tel.079-322-1004　Fax.079-322-2625
http://www.kanko-mitsu-hyogo.jp/

たつの市商工会
〒671-1641  兵庫県たつの市揖保川町原849番地37

Tel.0791-72-7550　Fax.0791-72-6005
http://www.shoko-tatsuno.jp/
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梅林梅林
世界の梅公園

あじさいの坂道

菜の花畑

綾部山梅林 ６月のあじさいと3月の観梅期の
見ごろを迎えるころ、ライトアッ
プします。幻想的な世界が広がり
ます。

世界の梅公園あじさい・
梅ライトアップ

綾部山梅林の梅を使った「梅干し」「梅ジャム」「梅
ジュース」など様々な商品が人気。
青梅が実るのは６月頃。林州と玉英は最高級の梅
干や梅酒用で、黒崎梅園組合撰果場で販売してい
ます。（6月初旬頃から）

■ お問い合わせ （梅製品・青梅の出荷販売）
黒崎梅園組合 
TEL 079-322-3551

瀬戸内海の島々を背に咲く梅を楽しめるまち。
世界の梅公園、綾部山梅林と、海を眺望しての梅
の香りが楽しめます。
満開のころには、海の青と山の白、紅、ピンクが
幻想的な風景を作り出します。

■ 開　園／2月11日 ～ 3月下旬
■ 入園料／大人 500円　 小人 400円
　　　　　（梅ジュース又は甘酒付き）
■ 駐車料／普通車 500円　 大型車 1,500円
■ お問い合わせ／黒崎梅園組合 
　　　　　　　　 TEL 079-322-3551 FAX 079-322-3561

24ヘクタールもある綾部山は、海の見える梅林です。 例年2
月下旬から3月中旬が見ごろで、ほんのりとピンクに色づい
た頃には梅の香りが風にただよい、一番美しい季節となりま
す。 また園内には1500年前の古墳が点在。海だけでなく歴史
の香りがただよう風光明媚なスポットです。

平成5年に開園した世界の梅公園。園内では
日本・中国・台湾・韓国など世界の梅、約315
品種（約1,250本）を楽しむ事ができます。
また園内の建物は中国人の手によるもので、
「いったいここはどこ？」と異国情緒ただよ
う雰囲気を感じられます。
展望台からは青い空と瀬戸内海が一望でき、
西は赤穂御崎から四国、小豆島、家島群島ま
でが眼下に広がります。

■ 有料期間／2月11日～3月25日（左記期間以外は入園料無料です）
■ 入 園 料／高校生以上 400円　 小・中学生 200円
■ 駐車場使用料／普通自動車 500円　中型・大型自動車 1,500円
　　　　　　　　 自動二輪・原付 200円
■ お問い合わせ／御津自然観察公園 TEL・FAX 079-322-4100

綾部山梅林の裾野には、黄色いじゅうたんを敷き
つめたような菜の花畑が広がり、ひと足早い春を
満喫できます。

世界の梅公園の北入口から山頂の園路沿いに約３千株
のあじさいが植栽されていて、６月から７月には赤や
青の色とりどりの花が楽しめます。

雪海香濤（山門）

梅梅梅みつの

唐梅閣
尋梅館

梅製品・青梅
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FLY BOARD

WAKE BOARD

Stand up paddle 
surfingskim board CANOE・KAYAK

MARINE LEISURE

HOVER BOARD
新舞子 FLY BOARD海

を
飛ぶ

MARINE LEISURE 波
と
戯
ぶ

春
の海

の海

の海のの海海
冬

のの海海
夏

海と言えば「夏」だけではなく、ここ御津町では
四季を通じて海は生活に結びついています。
そんな海三昧の御津町に行けば、海好きでなく
てもトリコになること間違いなしです。
御津町には表情の違う海がたくさんあって、い
つ行っても歓迎ムード満載です。

"春の海ひねもすのたりのたりかな"などと
悠長なことを言ってる場合ではなく、
春の海はわんさかとがんばる人でいっぱい
です。
あさりやハマグリもわんさか。天然のマテ
貝も採れます。

■ お問い合わせ／御津町新舞子観光協同組合
　　［4月中旬～6月下旬 ］ TEL 079-322-0424

みつの海

潮干狩り

新舞子海岸の干潟は、日本有数の干潟の名所
として多くの写真愛好家が訪れています。
浜辺から約500m、東西約1.5kmに広がり、1
年中見ることはできますが、12月～2月は空
気が澄んでいるため、特に美しく見えます。
干潮時間と日の出時刻が重なったとき、光が
水面に反射して金色や薄紫色に輝き、とても
幻想的な風景が現れます。 

干潟

遠浅の海岸は子供たちにもやさしい海で、潮が引くと沖
合い数百メートルまで陸地が現れます。
文句なしの浜辺と海の家に大満足まちがいなしです。

■ お問い合わせ／御津町新舞子観光協同組合
　　［7月～8月 ］ TEL 079-322-0424

海水浴

新新新新
SHINMAIKO

新舞子海岸や室津の海で、様々なマリン
スポーツが体験できます。
ご家族やカップルで御津町の海をお楽し
みください！

ウエイクボード

フライボード ホバーボード
空を飛ぶような浮遊感が体感できるフライボー
ドなどのニューマリンスポーツ。
水上に浮き上がった状態からの景色は格別です。

フライボードをさらに進化させたホバーボード。
空飛ぶサーフィン感覚が楽しめます。

スキムボード
サーフボードより小型で円盤に近
い形をしているボードに乗り、波
打ち際を滑って楽しむスポーツ。

カヌー・カヤック
室津大浦海岸でシーカヤックで無
人島ツアー、カヌースクールの体
験ができます。

モーターボート等にロープで繋がれた
持ち手を握った人がボードに乗り、引っ
張られながら水面を滑るスポーツ。

SUP（スタンドアップパドルサーフィン）

大きなサーフボードの上でオール
（パドル）を使い漕ぐスポーツ。

マリンレジャー
瀬戸内海でのボートクルージングやマリン
スポーツをトータルサポートします。
ボートやジェットなどマリンレジャーのご
相談もお気軽にどうぞ。

ヤマハ藤田オークマリーナ
御津町苅屋1131-1　TEL 079-322-8800

マリンスポーツ
Marines sports

体 験

アクアライズ
御津町室津1250-109　TEL 090-3714-3407

X-SPORTS PARADISE
御津町苅屋　　　　 
TEL 079-280-6667
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◎海駅館・民俗館の共通入館券／高校生以上300円：小・中学生150円

友君乃墓

毘沙門天立像
（国指定重要文化財）

室津室津
の 町 並 み 賀茂神社

海駅館

民俗館

江戸時代のおもかげを残す資料館。
二階建ては許されなかった当時としてはめずらしい
二階建てで、豪商嶋屋の繁栄ぶりがしのばれます。

入館料 / 高校生以上 200円　小・中学生 100円
休館日 / 月曜日(祝日の場合は翌日)・祝日の翌日・毎月末日・年末年始
[ 9:30～16:30 ] TEL 079-324-0595

たつの市立室津海駅館

祭神、賀茂別雷神（かもわけいかづちのかみ）を祀る神社。
その歴史は古く平安時代へとさかのぼります。 1180年 
平清盛が厳島詣での際にこの神社へ立ち寄り、海上祈願
をした際、古びた5・6棟の社殿が立ち並んでいたと「高倉
院厳島御幸記」に記されています。5つの社殿と回廊、唐門
は国指定重要文化財になっています。

賀茂神社

浄土宗。法然上人の御旧跡
の1つ。
上人が讃岐へ渡る際、舟で
こぎ出した友君という遊女
が上人の説法を聞き、得度
し念仏往生を遂げたと伝え
られています。

浄運寺

港から沖合い２キロに浮かぶ３つの島。昔、唐の船が難破して
その積み荷がこの島に流れ着いたことからこの名前になった。
万葉集にも「玉藻刈る辛荷の島に島廻する鵜にしもあれや家思
はざらむ（山部赤人）」と詠まれている。

唐荷島

室津の長の娘、室君が建
立したといわれる五ケ精
舎のうち現存する唯一の
お寺です。
古来より文人墨客が室津
に寄港すると必ず訪れた
といわれています。

見性寺

穏やかな海は、今でも人々の生活と密
着。朝早くから漁の船が出、目の前では
牡蠣いかだが浮かぶ、漁師町。

室津の港

賀茂神社境内に、２本の榊が途中から
１本に結ばれている「連理の榊」があ
り、「賀茂の愛の榊」として称されてい
る。連理の榊は、縁結びに御利益があ
るとされているので、夫婦の絆・良縁
に神のお力をいただいて下さい。

賀茂の愛の榊
神社の表門は四脚門とい
い、龍の彫刻で有名です。
両側の上段にある龍の足
に注目。足の部分が馬のひ
づめで、「馬足の龍」と呼ば
れています。

馬足の龍

豪商「魚屋」を改修してできた民俗資料館。
脇本陣として残った民家には23もの部屋があり、たた
みの数は168枚もあります。豪華な館内はかつての繁
栄ぶりがうかがえます。

入館料 / 高校生以上 200円　小・中学生 100円
休館日 / 月曜日(祝日の場合は翌日)・祝日の翌日・毎月末日・年末年始
[ 9:30～16:30 ] TEL 079-324-0650

たつの市立室津民俗館

室津は港町として1300年の歴史があります。奈良時代に行基法師に
より5つの港が整備されました。そのうちの1つが「室(室津)」です。
室津は江戸時代に一番の栄華を迎えます。参勤交代で西国からの大名
のほとんどが船で室津に到着し、ここから陸路江戸へ向かいました。 
室津は海と陸の接点、宿場町として栄えたのです。

「室津は人と物とふれあえる町。一つ路地を曲がると違う顔が見えます。
ぜひ歩いて楽しんでください。」観 光 ガ イ ド

室津の観光ガイドをお願いできる
御津めて室津観光ガイド　TEL 079-324-0595 ［ 要予約 ］ ［ ガイド料金：2,000円 ］

室津の町のあちこちにある旧跡を案内している石柱
21本すべて見つけることができるかな？
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春

冬
夏

秋

1月

7月

八朔のひなまつり（室津）8月 室津では八朔のなる頃、8月にひなまつりが行われます。
その昔、室山城主 浦上政宗の弟である宗景の結婚式の夜に龍野城
主赤松政秀の急襲にあい、花嫁が命を落としたことから、 非業の
死を遂げた花嫁の鎮魂のために半年遅れの八朔のひなまつりとな
りました。
室津の家々でひなまつりをし、期間中には各種イベントも開催し
ています。

富嶋神社秋祭（苅屋富嶋神社）10月 京都貴船神社の御祭神を分社化した貴布禰大神と、魚吹八幡神社
の御祭神を分社化した八幡大神が合併されてできたという成り立
ちを持つ富嶋神社。
勇壮な屋台練りもさることながら、神楽獅子による勇壮な獅子舞
は露払いの役目を持っていて、壇尻の上で奉納される舞は一見の
価値があります。

その他の秋祭り
大年神社（朝臣）春日神社（伊津）熊野神社（稲富）揖保石見神社（中島）

夏越祭（室津賀茂神社）
毎年7月下旬に行われるこの祭は、全国の神社で
行われている大祓の神事と祇園祭りの疫病除け祈
願、住吉大社の海上安全、大漁祈願の3つの神事を
一つにしたものです。
ローカル色豊かで、豪快かつ素朴な祭は室津の男
の面目躍如といったところです。

みつ梅まつり（世界の梅公園）2月 観梅の始まりを告げるイベントとして有名
な梅まつり。
恒例の「鯛すくい」、文化協会の芸能発表会や
キャラクターショーなど子どもから大人ま
で楽しめます。
春を待ちきれない人にはおすすめのイベン
トです。

みつ菜の花まつり（黒崎羽子の池）3月 綾部山梅林の裾野一面に黄色のじゅうたん
を敷き詰めたように咲く菜の花。
模擬店やステージイベントなどが菜の花畑
をバックにした羽子池駐車場で催されま
す。
地元の方々のおもてなしがうれしいイベン
トです。

小五月祭（室津賀茂神社）4月 賀茂神社の例祭として春に開催
されます。
同じ例祭の「夏越祭」が男の祭で
あるのに対して、「小五月祭」は
女の祭です。
この祭は平安後期に室津の長者
の娘が、賀茂神社へ棹の歌を奉
納したのがきっかけです。
今でも女の子はきれいな衣装を
着て棹の歌を奉納します。「棹の歌」は兵庫県重要無形民俗文化財です。

祭四季折々みつのイベント・まつり祭
EVENT&FESTIVAL

梅と潮の香マラソン（御津運動場）
国道250号「はりまシーサイドロード」をコースに、美しい
播磨灘、梅の香りや菜の花など早春の播磨路を駆け抜ける人
気のマラソン大会。
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お土産お土産
瀬戸内海で育った新鮮ない
かなごを、本場龍野の天然醸
造醤油で長時間かけて煮込
んだくぎ煮は、昔ながらの室
津の名物。あたたかいご飯
に、お茶漬けに、酒の肴に
ぴったりです。

室津の漁場から獲れたての穴子を、串に刺してじっ
くり両面焼き。 秘伝のタレにからませて焼きあげら
れた「焼き穴子」は絶品の味。 穴子箱寿し、お茶漬け、
もちろんお酒の肴にも最適です。

魚　　源  ☎ 0791-62-0600 ［要予約］
堀米商店  ☎ 079-324-0046 ［要予約］

二つの川と山の恵みが
詰まった室津のかきは、一年かきで、

こくがあり飽きない味わい。

豊 漁 丸 水 産
網 元 桝 政
𠮷 田 水 産
網元津田正水産
梶 本 水 産
公 栄 水 産
寿 水 産
幸 永 丸 水 産
末 廣 丸
善 漁 水 産
髙 木 水 産
津 田 宇 水 産
住 栄 丸
啓 甚
瀬 越 海 産

☎ 090-1141-8037
☎ 079-324-0258
☎ 079-324-0061
☎ 079-322-8100
☎ 090-4496-9938
☎ 079-322-2771
☎ 080-5363-0673
☎ 079-324-0608
☎ 079-280-7186
☎ 079-322-8024
☎ 079-227-4176
☎ 079-324-0907
☎ 079-324-0351
☎ 079-324-1339
☎ 079-322-8698

ビーチハウス 
海岸物語
☎ 079-322-0008
潮干狩り・海水浴シーズン
の海の家。
ご休憩・温水シャワー・飲
食持込OK! 海を見渡すテ
ラスではBBQも大好評。

魚々市（とといち）
日時　毎週土曜日
　　 10:00～
お問い合わせ／
室津漁業協同組合 
☎ 079-324-0231
とれとれ、ぴちぴち、新鮮な
魚のオンパレードにクラク
ラ。漁師のお母さん達が作
る海の幸たっぷりのお弁当
は即完売が必至です。 

とれとれ、ぴちぴち、新鮮な
魚のオンパレードにクラク
ラ。漁師のお母さん達が作
る海の幸たっぷりのお弁当
は即完売が必至です。 

まるよし　☎ 079-324-0015
店内にある生簀から「これ、ちょうだい」。旬の
地魚というだけでもおいしいのに、大将と魚談
義に花を咲かせると一層おいしくなります。
宴会［要予約］  ■食事処／11:30～L.O.14:00 
17:00～L.O.20:00  ■定休日／月曜日

みなと茶屋
☎ 079-324-0001
ボランティアによるアットホームな
おもてなしと港が見えるシチュエー
ションが好評。モーニングサービス
は13時まで。
■営業時間／9:00～L.O.14:30
■定休日／木曜日

津田宇水産（レストラン）
☎ 079-324-0918
海産物の直売所と牡蠣を中心とした
レストランを併設。休日には行列が
できる網元直営の食事処。
■食事処／10:30～L.O.14:30
■定休日／水・木（季節により変動あり）

住栄丸
☎ 079-324-0351
冬のシーズン中は朝4時に水揚げされた
牡蠣がそのまま食卓へ。目の前で焼きなが
ら食べられます。 お持ち帰りOKの販売所
もあります。夏は料理旅館としてどうぞ。
宿泊・宴会・食事処［要予約］ 

牡蛎処 桝政
☎ 079-324-0550
老舗網元「桝政」の直営店。11月末～
3月末まで、室津港を眺めながら、焼
き牡蠣・蒸し牡蠣などが食べ放題。
■営業時間／10:00～L.O.15:00

室津 かじた
☎ 079-324-0905

瀬越海産
☎ 079-322-8698
11月から室津の牡蠣シーズン到来。
炭火BBQでの焼き牡蠣は、超絶品。
11月下旬～5月まで、2時間2,000円
で食べ放題。
■営業時間／8:30～17:00

marica
☎ 050-3802-0011
海の見えるマリーナカフェ。
人気のパンケーキは絶品。
■営業時間／
　平 日11:00～L.O.16:15
土日祝10:30～L.O.17:15

道の駅みつ
☎ 079-322-8500
地元御津町で育った新鮮な野菜と、
恵まれた瀬戸内の海で水揚げされ
た鮮度の良い魚介類を豊富に取り
揃えています。
毎月お得な情報＆イベントがあり
ますので、旬の味覚をお楽しみ下さ
い。（定休日：毎週水曜日、ただし、季
節により変動あり） 

はりま御津うまいもんネット
☎ 079-322-9191
成山新田で獲れる季節の旬な農産物を取り揃えています。「新鮮でお
いしいものを、できるだけ安く」がモットー。

成山新田の大根、
にんじんは国の

指定産地になっています。 

い
か
な
ご
く
ぎ
煮

焼き穴子

おすすめ! カキの直売
所

（室津港周辺）

井 上 水 産
宝 丸 水 産
海 晴 丸 池 田
柴 田 水 産
宝 翔 水 産
長 栄 水 産

☎ 090-9620-3181
☎ 079-324-1515
☎ 079-322-8200
☎ 079-322-2678
☎ 079-227-7718
☎ 079-322-8124

（岩見港周辺）
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泊 御津・新舞子

室 津

宿泊は1日3組のみの秘密に
しておきたい「かくれ家」。天
然物の美味しい鮮魚を存分
に味わえます。丁寧なサービ
スが自慢です。
宿泊・宴会［要予約］

wad resort 千鳥亭
☎ 079-322-2955

露天風呂付客席などを備え
た全11室の隠れ宿。
レトロ＆モダンな和宿です。
宿泊・宴会［要予約］

懐石宿　潮里
☎ 079-322-1212

木のぬくもりを生かしたお
宿はゆったりほっこりとい
う言葉がぴったり。 時を忘
れてくつろげます。
宿泊・宴会［要予約］

かとれや
☎ 079-322-0051

宿泊は120名様まで可能。 
海の幸を満喫の宴会はもち
ろん、会議や研修などできる
ホールも完備。
宿泊・宴会［要予約］

かもめ
☎ 079-322-0028

全室オーシャンビューのお
部屋から望む、新舞子の干
潟・瀬戸内の夕景が自慢の宿
です。
宿泊・宴会［要予約］

くつろぎの宿 
田中屋
☎ 079-322-3651

ゆったり瀬戸内海の潮の香を
感じながら心和むホテル。日帰
り入浴もできる準天然温泉天
空の湯で寛らぎのひとときを。
宿泊・宴会［要予約］
レストラン／11：30～L.O.13：30
　　　［レストランのみ火曜日休］
日帰り入浴／11：30～17：00

新舞子 
ガーデンホテル
☎ 079-322-2231

大自然がいっぱい、おいしい
ものいっぱいの新舞子では合
宿にも最適です。 73名様まで
宿泊可能はうれしいかぎり。
宿泊・宴会［要予約］

シーサイドみゆき
☎ 079-322-0207

素材そのもののおいしさを堪
能できるのも旬の味覚を大切
にしているからこそです。
宿泊・宴会［要予約］

大阪屋
☎ 079-322-0124

豪快な磯料理から会席料理
まで海の幸ならおまかせあ
れ。御津町特産のお土産もあ
ります。
宿泊・宴会［要予約］

舞子館
☎ 079-322-0118

山荘というよりも「海を独り占
めできる劇的空間」といったと
ころ。しっとりほっこりしたい
ときには超おすすめです!
宿泊・宴会［要予約］

すばる坂 
名田忠山荘
☎ 079-324-0840

谷崎潤一郎や司馬遼太郎もここに逗留して執筆したという文豪
に愛された旅館。 

きむらや・千年茶屋　☎ 079-324-0007

目前に瀬戸内海を望むロケーション。
全室オーシャンビューの客室でおくつろぎ下さい。

ＬiＶＥＭＡＸ 瀬戸内シーフロント
☎ 079-322-8090
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瀬越海産

かじた

住
栄
丸

室
津
漁
業
協
同
組
合

（
魚
々
市
）

室
津
海
駅
館

豪
商
の
家（
嶋
屋
）

室津民俗館　
豪商の家（魚屋）

御津自然観察公園
世界の梅公園

綾部山梅林
綾部山古墳群

アクアライズ

アクロス瀬戸内
カヌースクール

LiVEMAX
瀬戸内シーフロント

道
の
駅
み
つ

岩見漁業
協同組合

カキ直売所

貝堀の井戸

地蔵尊 唐梅閣

尋梅館

すばる坂
名田忠山荘

卍大聖寺
卍浄運寺

卍徳乗寺
卍寂静寺

御津局〒

圓融寺卍

なみだ観音
金剛力士像

卍見性寺

たつの消防署
御津出張所

たつの市民病院

たつの市御津総合支所

た
つ
の
市
商
工
会
御
津
支
所

御津町新舞子観光協同組合事務所
（有）新舞子観光事業事務所

津
田
宇
水
産（
レ
ス
ト
ラ
ン
）

250

250

250

←至相生

至姫路→

大浦

岩見港

新舞子

新舞子海水浴場
新舞子潮干狩り

七
曲
り

至揖保川
国道2号

弁天が鼻

藻振鼻

賀茂神社
赤
松
鼻

春日神社

marica

ヤマハ藤田

は
り
ま
御
津

う
ま
い
も
ん
ネ
ッ
ト

みはらしの森

御津
運動場

羽
子
池

御津体育館

御津中学校
○文

御津小学校
○文

成山新田

朝日神社

富
島
川黒崎 菜の花畑

大年神社

富嶋神社

は り
ま
シ
ーサ

イドロード

カキ直売所

至相生

弁
天
ガ
鼻

室津漁業協同組合
（魚々市）

カキ直売所

室津漁港

賀茂神社

〒郵便局
見性寺

牡蛎処
桝政

まるよし

みなと茶屋

室津民俗館豪商の家（魚屋）

室津海駅館
豪商の家（嶋屋）

大聖寺
徳乗寺

浄運寺

寂静寺

藻振鼻 長浜

城ノ越

池ノ浜

室津
バス停

至姫路

きむらや
友君橋

250

旧室津
小学校

万葉歌碑

M
UR

OTS
U

新舞子

新舞子海水浴場
新舞子潮干狩り

SH
INMAI

KO

か
と
れ
や

海
岸
物
語

大阪屋

か
も
め
懐
石
宿
潮
里

田
中
屋

千鳥亭

舞子館

シーサイド
みゆき

新舞子
ガーデンホテル

御津町新舞子観光協同組合事務所
（有）新舞子観光事業事務所

179

250

29

2

播
但
連
絡
道
路

播
但
線

山陽
姫路東IC山陽自動車道姫路西IC

山崎IC

龍野西IC 龍野IC

中国自動車道

姫路駅

山陽新幹線

山陽本線

姫路バイパス中地IC

太子東IC

太子北IC

飾磨駅
山電網干駅

網干駅

竜野駅
相生駅

山陽電車

至神戸

至岡山

至赤穂

福崎IC

至豊岡至鳥取至津山

MITSU

N お車
大阪から約2時間
神戸から約1時間30分
国道250号線で姫路から
新舞子まで約35分、室津まで約40分
相生から約20分
中国自動車道福崎インターから約60分
山陽自動車道龍野・龍野西インターから
新舞子まで約25分、室津まで約30分

J R
山陽本線「網干」駅下車。
タクシーで、「御津」まで約20分。「室津」ま
で約30分。

私鉄
山陽電車「山電網干」駅下車。
タクシーで、「御津」まで約15分。「室津」ま
で約25分。

ZOOM UP ZOOM UP

御津町自然と歴史とロマンのまち
MITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAPMITSU-CHO MAP
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